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鮎
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電
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由
園
尉
官

県産甘藷使いクッキー

虎屋と南九大共同開発

和
菓
子
製
造
の
「
虎
屋
」
　
（
延

岡
市
、
上
田
耕
市
社
長
）
は
南
九

州
大
食
品
健
康
学
科
と
共
同
で

「
キ
ャ
ン
パ
ス
銘
菓
　
若
紫
」
を

開
発
し
た
。
県
産
の
紫
芋
「
ア
ヤ

ム
ラ
サ
キ
」
と
甘
蕃
（
か
ん
し

ょ
）
　
「
宮
崎
紅
」
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
無
着
色
、
無
香
料
で
輪
切

り
状
の
芋
に
見
立
て
た
ソ
フ
ト
ク

ッ
キ
ー
に
仕
上
げ
た
。
同
大
学
の

売
店
で
販
売
し
て
い
る
。

研
究
に
携
わ
っ
た
県
ジ
ェ
イ
エ

イ
食
品
開
発
研
究
所
（
宮
崎
市
）

に
よ
る
と
、
ア
ヤ
ム
ラ
サ
キ
を
使

っ
た
菓
子
の
商
品
化
は
初
め
て
。

同
学
科
の
学
生
ら
が
ま
と
め
た
商

品
企
画
を
ベ
ー
ス
に
虎
屋
が
製
造

法
を
考
案
し
た
。
宮
崎
紅
を
ペ
ー

ス
ト
化
し
、
芋
の
皮
に
見
立
て
た

部
分
に
粉
末
化
し
た
ア
ヤ
ム
ラ
サ

キ
を
付
着
さ
せ
て
い
る
。

価
格
は
1
個
1
0
0
円
。
し
っ

と
り
と
し
た
食
感
で
、
甘
さ
を
抑

え
て
素
材
の
味
を
生
か
し
た
風
味

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
当
面
は
県

内
に
3
カ
所
あ
る
同
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
（
高
鍋
町
、
宮
崎
、
都
城

虎
屋
と
南
九
州
大
が
共
同
開
発
し
た
「
キ
ャ
ン

パ
ス
銘
菓
若
紫
」
。
紫
色
を
基
調
に
十
二
単

（
ひ
と
え
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

採
用
し
た

市
）
の
み
で
取
り
扱

い
、
順
次
販
路
を
広
げ

て
い
く
予
定
。

同
学
科
長
の
山
田
光

子
教
授
は
「
学
科
の
学

習
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

た
商
品
。
学
科
の
こ
と

を
学
外
に
発
膚
し
た

い
」
、
上
田
社
長
は

「
紫
芋
の
色
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
洗
練
さ
れ
た
商

品
作
り
を
目
指
し
た
。

芋
の
香
り
や
ふ
く
よ
か

さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

生
か
す
の
に
苦
労
し

た
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
学

科
℡
0
9
8
5
（
8

3
）

2
1
1
1
0


